
２．新庁舎の整備目標及び体系図                                                 

市民ワークショップや職員アンケート等での意見を踏まえ、新庁舎整備に向けた目標及び基本方針

の体系図を以下のとおり設定します。 

 

■整備目標  

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針の体系図 

 

みんなで時間を共有し、賑わいを育む 
伊佐市のシンボルとしての新庁舎の整備 
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市⺠も職員も、みんなが時間を共有することのできる新庁舎を整備します。また、市⺠に愛さ
れてきた大口ふれあいセンターと新庁舎との複合化により、新たな賑わいを育む起点となる、
伊佐市の新たなシンボルとしての新庁舎を目指します。 

①耐震性能を有し安全性の高い庁舎 

②防災・災害対策の拠点となる庁舎 

①まちづくりの拠点となる庁舎 

①市⺠に開かれた親しまれる庁舎 
 

③ユニバーサルデザインに配慮した庁舎 

②アクセス利便性の高い庁舎 

④市⺠に信頼される 開かれた議会としての 空間 

①分かりやすく利⽤しやすい庁舎 

②だれもが分かりやすい情報を受け取ることのできる庁舎 

③効果的・効率的で柔軟性の高い執務空間 

①地球環境にやさしい庁舎 

導入機能等の具体的な方針 

１）誰もが⽴ち寄りやすい
市⺠に開かれた庁舎 

２）利⽤者へのサービス向 
上と効率的な⾏政経営を実 
現する庁舎 

３）防災・災害対策拠点と
しての機能を発揮できる庁
舎 

４）環境負荷の少ない経済
性の高い庁舎 

②地域経済効果への貢献 

庁舎整備後も継続的に取組む方針 

③市⺠参加型の施設運営 

５）まちづくりとして有機 
的な働きをもたらす庁舎 



 


